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菜
の
需
要
量
も
減
少
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
、将
来
の
川
上
村
の
農

業
に
大
き
く
影
響
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

●
川
上
村
で
は
、高
齢
化
が
進
展

し
て
い
ま
す
。

H
19
年
３
月
末
に
26
・
１
％
で

あ
っ
た
高
齢
化
率
が
、H
27
年
３

月
末
に
は
29
・
６
％
と
な
り
、H
29

年
３
月
末
に
は
31・
９
％
に
ま
で

上
が
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
施
設

の
入
所
待
機
者
の
増
加
や
、農
繁

期
の
在
宅
で
の
介
護
力
不
足
な

ど
、要
介
護
者
を
取
り
巻
く
環
境

が
深
刻
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
総
合
計
画

「
総
合
計
画
」は
、川
上
村
の
す
べ
て
の
計
画
の
基
本
と
な
る
も
の
で
、行
政
運
営
の
総
合
的
な
指

針
と
な
る
計
画
で
す
。
将
来
の
川
上
村
を
ど
の
よ
う
な
村
に
し
て
い
く
の
か
、そ
の
た
め
に
誰
が
、ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
く
の
か
を
、総
合
的
・
体
系
的
に
ま
と
め
る
も
の
で
す
。

川
上
村
で
は
、昭
和
45
年
に
川
上
村
長
期
振
興
計
画（
の
ち
の
総
合
計
画
）を
策
定
後
、こ
れ
ま
で

定
期
的
に
計
画
を
更
新
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
に
策
定
し
た
現
在
の「
川
上
村
総
合
計
画

（
５
ヵ
年
計
画
）」を
更
新
し
、計
画
期
間
を
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
34
年
度
と
す
る
新
た
な「
川
上
村

総
合
計
画（
５
ヵ
年
計
画
）」を
今
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

●
川
上
村
で
は
、人
口
減
少
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

H
19
年
３
月
末
に
４
、５
２
６
人

で
あ
っ
た
人
口（
外
国
人
を
除
く
）

が
、H
27
年
３
月
末
に
は
４
、０
２
３

人
と
な
り
、H
29
年
３
月
末
に
は

３
、９
０
８
人
に
ま
で
減
少
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、合
計
特
殊
出
生
率

は
、１
９
８
０
年
代
の
２・37
か
ら
大

き
く
低
下
し
、近
年
の
５
年
間
の

平
均
は
１
・51
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
H
21
～
25
年
平
均
）

●
人
口
減
少
は
本
村
だ
け
で
な
く
、

日
本
全
体
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

推
計
で
は
、日
本
の
人
口
は
２

０
１
０
年
の
１
億
２
、８
０
６
万
人

か
ら
、２
０
６
０
年
に
は
８
、６
７
４

万
人
に
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、国
内
の
野

未
来
を
担
う
若
者
達
が
安
心
し

て
自
分
の
将
来
を
想
像
で
き
る
よ

う
、住
民
生
活
の
不
安
を
解
消
し
、

生
活
の
基
本
と
な
る
医
療
・
福
祉

や
、教
育
、イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の

推
進
と
と
も
に
、農
業
を
中
心
と

し
た
産
業
の
持
続
可
能
性
を
高
め

な
が
ら
、時
代
に
合
っ
た
活
力
の

あ
る
む
ら
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、５
年
間
の
具
体
的
な
政
策
展

開
を
明
示
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

ま
す
。

今
回
の
総
合
計
画
の
目
標

私
た
ち
が
直
面
す
る
危
機
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川上村総合計画

川上村長 川上村議会

原案
総合計画
策定審議会

総合計画
策定委員会
副村長、教育長
課長級（　　  ）（　　  ）

総合計画策定部会【5部会】
（役場職員）

（村民代表）

各部会関連
ワークショップ

（住民）

住民アンケート（7月実施。対象900名）

住民懇談会（5月1日実施）

説明

答申

諮問

承認

検討

意見・提案
政策の

ブラッシュアップ

村
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
あ

る
べ
き
む
ら
の
姿
」を
描
き
、そ

の
実
現
に
向
け
て
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
け
る
よ
う
な
総
合
計
画

に
す
る
た
め
、５
月
１
日
に
住

民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
80
名
の
村
民
の
皆

さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、５
つ

の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
自
由

に
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

総
合
計
画
策
定
に
か
か
る
住
民
懇
談
会

こ
の
懇
談
会
で
の
主
な
ご
意

見
は
、次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
い
た

し
ま
す
。

総合計画策定の流れ（予定）
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●
村
の
良
さ
に

気
づ
い
て
い
な
い
村

民
が
多
い
の
で
、村
の

魅
力
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
。

●
介
護
政
策
の
行
き
届
い
た
、一

人
暮
ら
し
や
高
齢
者
夫
婦
に

と
っ
て
過
ご
し
や
す
い
村

に
。

●
農
業
以
外
の
仕
事
や
、そ
う
い

っ
た
人
た
ち
が
住
む
場
所
が

必
要
。

●
全
国
に
誇
れ
る
村
だ
と
思
う

の
で
、川
上
村
が
今
よ
り
も
有

名
な
村
に
な
れ
ば
。

●
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
を
見
据

え
、介
護
施
設
の
整
備
や
仕

組
み
作
り
が
必
要
。

●
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
若

い
お
嫁
さ
ん
た
ち
が
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
能
力
を
発
揮

し
て
い
る
の
を
見
る
と
川
上

村
の
底
力
を
感
じ
る
。

●
小
学
校
の
統
合
は
必
要
。
統

合
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
る
経

費
で
新
た
な
教
育
支
援
が
で

き
る
。

●
せ
っ
か
く
観
光
で
来
て
く
れ

る
人
が
い
る
の
だ
か
ら
、滞
在

型
な
ど
お
金
を
落
と
せ
る
よ

う
な
工
夫
が
必
要
。

●
人
口
が
増
え
る
に
は
産
業
が

不
可
欠
。
そ
の
た
め
に
も
道

路
整
備
が
喫
緊
の
課
題
。

●
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
ほ

し
い
。
リ
ー
ダ
ー
が
政
策
を

考
え
、そ
れ
に
つ
い
て
村
民
が

良
し
悪
し
を
言
え
る
村
に
。

●
福
祉
医
療
が
充
実
し
て
い
な

い
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
な

い
。
看
護
師
不
足
の
解
消
に

も
っ
と
力
を
。

●
農
家
は
長
男
が
継
ぎ
、女
性

は
村
外
に
で
る
こ
と
が
多

い
。
農
家
の
女
の
子
が
住
め

る
村
に
な
れ
ば
。

●
恩
納
村
で
は
国
の
教
育
機
関

が
あ
る
。
川
上
村
で
も
そ
う

い
っ
た
機
関
の
誘
致
が
で
き

な
い
か
。

●
冬
に
な
に
か
魅
力
が
あ
る
も

の
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
は
。

油
井
亀
美
也
さ
ん
の
存
在
も

そ
の
時
だ
け
で
な
く
、永
久
的

に
見
学
で
き
る
よ
う
な
施
設

が
あ
れ
ば
。

●
福
祉
医
療
の
現
場
で
働
く
人

が
不
足
し
て
い
る
。
高
齢
者

住
宅
だ
け
で
な
く
、そ
こ
で
働

く
職
員
の
住
宅
を
作
ら
な
い

と
働
き
た
く
て
も
働
け
な

い
。

●
若
い
人
た
ち
が
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
村
に
。

●
村
民
運
動
会
の
よ
う
な
村
の

行
事
が
中
途
半
端
に
感
じ

る
。
や
る
な
ら
も
っ
と
大
々

的
に
。

●
外
国
人
実
習
生
が
多
く
な
る

中
で
、ゴ
ミ
の
出
し
方
、交
通

ル
ー
ル
の
徹
底
を
。

●
マ
ル
シ
ェ
か
わ
か
み
は
も
っ
と

大
々
的
に
展
開
し
て
、川
上

村
の
特
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
す

べ
き
。

●
高
齢
者
は
看
て
も
ら
う
の
が

当
た
り
前
で
は
な
く
、老
後

も
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で

き
る
よ
う
に
。

●
こ
れ
か
ら
も
村
の
様
々
な
活

動
や
集
ま
り
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、ど

う
す
れ
ば
よ
り
多
く
の
人
が

集
ま
る
か
悩
む
。

●
農
家
の
若
い
世
代
に
と
っ
て

は
、親
の
口
出
し
が
多
く
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
意
欲
が

損
な
わ
れ
る
。

●
川
上
村
が
高
原
野
菜
の
産
地

と
し
て
続
い
て
い
く
た
め
に

も
、村
と
一
緒
に
な
っ
て
災

害
に
強
い
産
地
形
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

●
子
供
た
ち
の
通
学
路
で
道
幅

が
狭
い
と
こ
ろ
や
歩
道
が
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、夏
場
に
は

大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
も
通
る
の

で
対
策
を
。

●
盛
ん
な
農
業
は
村
の
売
り
で

あ
る
が
、農
薬
を
垂
れ
流
し

た
ま
ま
道
路
を
走
る
車
の
対

策
を
。

●
農
業
は
観
光
資
源
と
し
て
十

分
活
用
で
き
る
と
思
う
。
川

上
村
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界

に
P
R
し
て
い
き
た
い
。

●
買
い
物
を
す
る
お
店
が
少
な

く
、佐
久
や
山
梨
に
行
く
の

も
時
間
が
か
か
る
。
高
齢
世

帯
に
と
っ
て
は
移
動
販
売
が

あ
れ
ば
助
か
る
。

●
村
内
で
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
各

集
落
や
村
と
で
協
力
し
て
美

化
運
動
を
。

●
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
地

域
住
民
と
話
す
場
を
設
け
て

ほ
し
い
。
小
学
校
が
な
く
な

れ
ば
地
元
の
元
気
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
す

る
。

●
農
業
が
主
産
業
と
は
い
え
、

そ
れ
を
最
優
先
に
し
て
環
境

が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

●
千
曲
川
河
川
敷
の
ゴ
ミ
が
多

い
。
こ
れ
が
上
流
か
ら
下
流

へ
流
れ
て
用
水
路
が
詰
ま
っ

て
し
ま
う
の
で
、早
急
な
指
導

と
対
策
を
。

●
農
業
関
係
で
視
察
に
来
る

方
々
が
、川
上
村
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
見
学
施
設
が
あ
れ

ば
。

●
時
代
に
沿
っ
た
考
え
方
や
、若

い
人
の
考
え
を
重
視
し
た
政

策
を
。

●
農
繁
期
の
介
護
力
不
足
と
介

護
施
設
待
機
者
の
解
消
を
。

●
女
性
も
含
め
て
村
に
残
れ
る

よ
う
な
環
境
や
場
所
が
あ
れ

ば
、結
婚
率
も
上
が
る
の
で

は
。

●
川
上
村
の
夏
は
働
き
っ
ぱ
な

し
。
何
が
あ
れ
ば
若
い
お
嫁

さ
ん
が
定
着
し
て
く
れ
る
か

の
検
討
を
。

●
川
上
村
に
い
れ
ば
子
供
の
面

倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
多
い

の
で
、都
会
に
比
べ
れ
ば
自

分
の
時
間
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
こ
を
売
り
出
せ
ば

人
が
増
え
る
の
で
は
。

●
よ
そ
か
ら
来
た
人
は
、
若
妻

会
な
ど
い
き
な
り
色
々
な
行

事
に
行
く
こ
と
に
な
る
の

で
、
大
変
だ
と
感
じ
て
い
る

と
思
う
。
余
計
よ
そ
か
ら
来

な
い
の
で
は
な
い
か
。

●
役
場
建
て
替
え
の
話
が
あ
る

が
、各
地
区
の
公
民
館
に
つ
い

て
も
、
避
難
所
と
し
て
の
機

能
な
ど
を
役
場
と
一
緒
に
考

え
て
ほ
し
い
。

H29.5.1
総
合
計
画
 策
定
に
か
か
る
住
民
懇
談
会
で
の
主
な
ご
意
見
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甲
武
信
ヶ
岳
や
金
峰
山
を
は
じ
め
、日
本
百
名
山
に
挙
げ
ら
れ
る
山
々
が
連
な
る
奥
秩
父
主
稜
を
中

心
に
、
こ
れ
を
源
流
と
す
る
千
曲
川
、荒
川
、玉
川
、笛
吹
川
流
域
に
ま
た
が
る
地
域
は
、首
都
圏
近
郊

に
あ
り
な
が
ら
生
物
の
多
様
性
に
富
み
、貴
重
な
生
態
系
が
広
く
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、川
上
村
を
含
む
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
の
区
域
に
あ
る
自
治
体
を
中
心
に
、
平
成
30
年
の

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
際
連
合
の
専
門
機
関
で
あ
る
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関（
ユ
ネ
ス
コ
）が
、１
９
７
６
年
に
開
始
し
た
取
り
組
み
で
す
。

正
式
名
称
は「
生
物
圏
保
存
地
域
」で
す
が
、日
本
国
内
で

は
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、生
態
系
の
保
全
と
持
続
可
能

な
利
活
用
の
調
和
を
目
的
と
し
て
お
り
、保
護
・
保
全
だ
け

で
な
く
、自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の『
自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
』を
実
践
す
る
モ
デ

ル
と
し
て
、国
際
的
な
基
準
に
適
っ
た
地
域
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

現
在
、世
界
１
２
０
ヶ
国
で
６
６
９
ヶ
所
、日
本
国
内
で
は

７
ヶ
所
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

甲
武
信
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録
に
向
け
て

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
？

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、こ
れ
ま
で
地
域
で
行
わ
れ
て
い

た
自
然
環
境
の
保
全
活
動
等
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
て
ユ
ネ

ス
コ
に
登
録
さ
れ
る
制
度
で
す
。
い
ま
行
っ
て
い
る
活
動
を

継
続
し
、発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

活
動
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、登
録
に
よ
っ
て
劇
的

に
何
か
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、例
え
ば

登
録
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る
の
か
？

農
業
の
分
野
で
は
、国
際
的
な
機
関
に
認
め
ら
れ
た
地
域
で

生
産
さ
れ
た
農
産
物
と
し
て
、市
場
で
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
や
、ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
国

内
外
へ
の
情
報
発
信
力
の
強
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

な
お
、登
録
さ
れ
た
こ
と
で
、新
た
な
義
務
や
規
制
が
発

生
す
る
こ
と
は
制
度
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

川
上
村
の
エ
リ
ア
で
は
、国
立
公
園
の
第
二
種
・
第
三
種

特
別
地
域
及
び
普
通
地
域
に
該
当
す
る
場
所
を
甲
武
信
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、川
端
下
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
、梓
山
・
秋
山
・

居
倉
地
区
の
一
部
で
す
。

川
上
村
で
の
該
当
地
域
は
？

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
の
取
り
組
み
は
、地
域
で
活

動
す
る
環
境
団
体
の
行
政
へ
の
働
き
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、山
梨
県
が
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
内
に
位

置
す
る
市
町
村
へ
参
加
を
呼
び
か
け
、１
県
10
市
町
村
で
構

成
す
る
登
録
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、登
録
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

関
係
市
町
村
等
と
の
連
携

山
梨
県
、（
長
野
県
）川
上
村
、（
山
梨
県
）山
梨
市
、北
杜
市
、甲
斐
市
、

甲
州
市
、小
菅
村
、丹
波
山
村
、（
埼
玉
県
）秩
父
市
、小
鹿
野
町

甲
武
信
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
推
進
協
議
会
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追
加
案
件

人
事

◎
川
上
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
、
同
意
に

つ
い
て

◎
川
上
村
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
、
同
意
に
つ
い
て

そ
の
他

◎
議
員
派
遣
の
件

◎
委
員
会
の
議
会
閉
会
中
の
継

続
調
査
の
件

条
例
改
正
・
制
定

◎
川
上
村
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◎
川
上
村
情
報
連
絡
施
設
等
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
資
金
積
立
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
川
上
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

補
正
予
算

◎
平
成
28
年
度
 川
上
村
一
般

会
計
第
５
回
補
正
予
算

◎
平
成
28
年
度
 川
上
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
第
５
回
補

正
予
算

◎
平
成
28
年
度
 川
上
村
営
水

道
事
業
特
別
会
計
第
２
回
補
正

予
算

◎
平
成
28
年
度
 川
上
村
営
バ

ス
事
業
特
別
会
計
第
４
回
補
正

予
算

◎
平
成
28
年
度
 川
上
村
特
別

住
宅
特
別
会
計
第
２
回
補
正
予

算◎
平
成
28
年
度
 川
上
村
下
水

道
事
業
特
別
会
計
第
２
回
補
正

予
算

◎
平
成
28
年
度
 川
上
村
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
第
３
回
補

正
予
算

◎
平
成
28
年
度
 川
上
村
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別
会

計
第
３
回
補
正
予
算

◎
平
成
28
年
度
 川
上
村
訪
問

看
護
事
業
特
別
会
計
第
３
回
補

正
予
算

◎
平
成
29
年
度
 川
上
村
一
般

会
計
第
１
回
補
正
予
算

締
結

◎
平
成
28
年
度
 社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
道
路
改
良

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

そ
の
他

◎
川
上
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

第
２
回
定
例
会

受験資格

試験申込書の交付
ア、試験申込書は、平成２9年７月3日（月）から佐久広域連合事務局又は
佐久広域連合消防本部及び最寄りの消防署で交付します。
イ、郵便による試験申込書請求の場合は、宛先を明記した返信用封筒角２形
（切手１２０円分を貼付のこと）を同封してください。

受付期間
平成２9年７月11日（火）から平成２9年８月１4日（月）までです。
受付時間は、午前８時３０分から午後５時１５分までです。
（ただし、土曜日、日曜日及び祝日は除きます。）
なお、郵送の場合であっても、平成２9年８月１4日（月）までに到着
したものに限り受け付けます。

〒385-0051 佐久市中込２９４７番地（庁舎３階）
ＴＥＬ ： 0267‐64‐0119

平成29年度佐久広域連合職員採用試験について
佐久広域連合

消防職員募集

上級 消防職員 若干名

若干名

若干名

平成4年４月２日から平成 8年４月１日までに生まれ、
４年制の大学を卒業した者。（平成 30年３月卒業見込み者を含む）

中級 消防職員 平成7年４月２日から平成 9年４月１日までに生まれ、救急救命士法
に基づく救急救命士の資格を有する者及び免許取得見込みの者。

初級A 消防職員 平成 9年４月２日から平成 11年４月１日までに生まれ、
高等学校程度の学力を有する者。

若干名初級B 消防職員 平成 11年４月２日から平成 12年４月１日までに生まれ、
平成 30年 3月高等学校卒業見込み者。

平成２9年8月18日現在、佐久地域広域市町村圏内（小諸市、佐久
市、南佐久郡、北佐久郡）に住民登録をして佐久地域広域市町村圏
内に居住している者（修学、就職などのため他市町村に住む者で、家
族が佐久地域広域市町村圏内に居住している者を含む）で、将来に
わたって佐久地域広域市町村圏内に居住する予定の試験実施要綱
の要件を満たす者。
※その他欠格事項はホームページよりご確認ください

佐久広域連合消防本部総務課職員係

http://www.areasaku.or.jp/
受験申込み先
次の書類を、佐久広域連合消防本部に提出してください。
ア、試験申込書（本人記入のこと）
イ、最終学校（卒業見込み）の学業成績証明書
（申込時に間に合わない場合は、上級・中級・初級(A)は8月25日（金）までに
 初級(B)は9月8日(金)までに提出して下さい。）
ウ、受験資格に必要な免許等を有する者は免許証等の写し

詳細、要綱は必ず広域連合
HPよりご確認ください

定例会
6月
主な議案と内容

6月
川上村議会　●
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農業委員が改選されました
農業委員会法の改正後、初めての農業委員改選が行われました。

新たな委員の任期は平成29年7月20日から平成32年7月19日までの3年間です。

氏　　名 地　　区 応募・推薦 備　　考
林　　　和　男 川端下 地元推薦 認定農家
関　　　伸　一 梓山 地元推薦 認定農家
林　　　美　尚 秋山 地元推薦 認定農家
原　　　元　大 居倉 地元推薦
中　島　久　之 大深山 地元推薦 認定農家
新　海　　　一 原 地元推薦 認定農家
由　井　　　稔 御所平 地元推薦 認定農家
中　島　　　晋 御所平 地元推薦 認定農家
吉　澤　秀　寿 樋沢 地元推薦 認定農家
馬　場　欽　哉 居倉 法人推薦
岩　水　陽　子 原 応募
篠　原　千代子 大深山 応募

定員12名

農業委員会の主な業務は…

●農地の権利移動・転用等の許認可、農地利用状況調査など
●農地利用の最適化（担い手への農地集積・集約化、

耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進）の推進

●法人化その他農業経営の合理化
●農業等に関する調査
●農業等に関する情報提供
●農地利用最適化の推進に関する意見、要望

必須業務

任意業務



と日本を学ぶ

日
本
は
静
か
な

と
こ
ろ
で
人
々
が

と
て
も
親
切
。
勉

強
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
日
本
人
と
そ
の

生
活
に
興
味
深
さ

を
感
じ
ま
す
。
こ
ち
ら
に
や
っ
て
来
た
４

月
は
ま
だ
寒
く
、雪
も
残
っ
て
い
て
夜
は

と
て
も
冷
え
ま
し
た
。
日
本
に
来
て
強

く
感
じ
た
の
は
、道
路
が
綺
麗
で
車
が

左
側
を
走
行
す
る
こ
と
。
ベト
ナ
ム
と
は

逆
で
す
。

川
上
村
で
お
世
話
に
な
る
農
家
の
家

族
は
私
を
と
て
も
暖
か
く
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
初
め
に
私
が
過
ご
す
部
屋
を

案
内
し
て
も
ら
い
、晩
御
飯
を
ご
馳
走
に

な
り
、暖
か
な
寝
床
も
準
備
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
農
家
の
家
族
の
丁
寧
な
対

応
と
親
切
さ
に
感
激
し
な
が
ら
、私
は

感
謝
の
気
持
ち
と
親
近
感
か
ら
農
家
の

ご
両
親
を「
お
母
さ
ん
」「お
父
さ
ん
」と

呼
ば
せ
て
も
ら
い
、心
配
し
て
い
た
ホ
ー

ム
シ
ッ
ク
も
す
ぐ
に
払
拭
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

翌
朝
、目
を
覚
ま
し
携
帯
電
話
に
目

を
や
る
と
５
時
30
分
。
日
差
し
が
窓
か

ら
部
屋
に
降
り
注
い
で
い
て
、「
日
出
ず

る
国
」を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、お

母
さ
ん
が
朝
食
の
準
備
が
で
き
た
と
私

の
部
屋
ま
で
呼
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
で
少

し
恥
ず
か
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
し
た

が
、こ
の
農
家
で

は
昨
年
も
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
学

生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、そ
の
経
験
か
ら

私
の
気
持
ち
を
す
ぐ
に
察
し
て
く
れ
て
、

「
昨
年
の
学
生
も
最
初
は
恥
ず
か
し
が

っ
て
い
た
け
ど
、徐
々
に
慣
れ
て
日
本
語

も
少
し
ず
つ
上
手
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
。」

と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
こ
れ

を
聞
い
て
、日
本
語
で
の
会
話
が
上
手
く

な
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

朝
食
後
、お
弁
当
を
用
意
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
日
は
日
本
の
文
化
や
川

上
村
の
概
要
を
学
ぶ
授
業
が
あ
って
、お

昼
の
休
み
時
間
が
少
な
い
た
め
で
す
。

そ
し
て
授
業
が
行
わ
れ
る
文
化
セ
ン
タ

ー
へ
と
向
か
い
ま
す
。
私
が
ま
だ
川
上
村

の
道
に
慣
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、お
父
さ
ん
が
車
で
送
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
車
中
で
は
日
本
の
文
化
や
生
活

な
ど
に
つ
い
て
お
父
さ
ん
と
た
く
さ
ん
話

を
し
ま
し
た
。
走
行
中
に
は
車
の
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
音
を
聞
く
こ
と
が
な
く
、道

を
譲
り
合
う
日
本
人
の
意
識
の
高
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ベト
ナ
ム
人
も

学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
文
化
セ
ン
タ

ー
に
到
着
し
て
、す
ぐ
に
作
って
も
ら
っ
た

可
愛
い
お
弁
当
を
仲
間
の
学
生
た
ち
に

見
せ
ま
し
た
。

授
業
で
は
日
本
独
特
の
風
習
や
文

化
、行
事
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、一
層
日
本

の
魅
力
に
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、農
業
の
授
業
で
は
、机
上
で
知
識
を

得
る
だ
け
で
な
く
、実
際
に
土
作
り
な

ど
を
自
分
で
経
験
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
授
業
が
面
白
く
、農
業
環
境
は
ベト

   からのインターンシップ
関して、在学中に一定期間就業体験を積むための実習制度です。
インターンシッププログラムは昨年から始まり、2年目の今年は
技術・人材の交流が一層深まり、更なる良好な関係の構築が期待されます。
農家の方、それぞれの感想を伺いました。

【
学
生
の
受
け
入
れ
を
決
め
た
理
由

は
？
】

数
年
前
ま
で
は
中
国
人
の
実
習
生
を

受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
面
白
さ
を
感

じ
、ま
た
、役
場
の
仲
介
も
あ
っ
て
安
心

な
の
で
、受
け
入
れ
を
決
め
ま
し
た
。

学
生
が
日
本
で
野
菜
の
栽
培
技
術
を

学
び
、ベト
ナ
ム
で
応
用
す
る
と
い
う
目
的

の
た
め
に
、私
も
色
々
と
教
え
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
言
葉
や
文
化
の
違
い
を
ど
う
感
じ
て
い

ま
す
か
？
】

言
葉
と
文
化
の
違
い
で
困
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
が
通
じ

な
く
と
も
行
動
や
顔
の
表
情
で
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
細
か
く
ま
で
は
伝

わ
り
ま
せ
ん
が
、お
互
い
に
何
を
伝
え
よ

う
と
し
て
る
の
か
が
大
体
わ
か
り
ま
す
。

文
化
の
違
い
で
気
付
い
た
こ
と
が
い
く

つ
か
あ
って
、一
つ
は
、ベト
ナ
ム
の
若
者
は

音
楽
を
聴
く
こ
と
や
歌
を
歌
う
こ
と
が

好
き
だ
と
い
う
こ
と
。よ
く
歌
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。も
う
一
つ
は
辛
い
食
べ
物

が
好
き
。
学
生
か
ら
、日
本
人
は
甘
い

も
の
を
よ
く
食
べ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ

ち
ら
か
ら
甘
い
食
べ
物
を
あ
げ
る
と
き

に
は
、「
こ
れ
は
甘
い
よ
！
」と
言
って
か
ら

渡
し
ま
す
。

ま
た
、農
作
業
へ
出
掛
け
る
と
き
で

も
服
装
を
整
え
て
い
て
、と
て
も
オ
シ
ャ
レ

な
印
象
で
す
。

【
学
生
の
普
段
の
生
活
や
農
作
業
で
の

感
想
は
？
】

学
生
は
素
直
で
活
発
的
で
、一
生
懸
命

農
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
作

業
の
内
容
も
す
ぐ
に
理
解
し
て
く
れ
る

の
で
、今
で
は
安
心
し
て
学
生
に
任
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、恋
人
と
よ
く
電
話
で
話
し
て
い

る
よ
う
で
、恋
人
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
母
国
を
離
れ
、寂
し
さ
や
文
化

の
違
い
な
ど
で
の
苦
労
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、意
欲
的
な
姿
勢
に
と
て
も
感
心

し
て
い
ま
す
。

【
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

半
年
と
い
う
短
期
間
で
す
が
、日
本
で

得
た
成
果
を
ベト
ナ
ム
へ
帰
ってし
っ
か
り

と
発
揮
で
き
る
よ
う
に
頑
張
って
も
ら
い
た

い
で
す
。
家
族
一
同
応
援
し
て
い
ま
す
。

ナ
ム
の
気
候
等
の
条
件
に
合
う
の
で
、今

後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

更
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

農
家
の
家
族
は
私
を
自
分
の
子
供
の

よ
う
に
世
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。一
日
一
日

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

川
上
村
の
人
々
は
優
し
く
て
親
切
。
滞

在
期
間
中
は
め
い
っ
ぱ
い
色
々
な
こ
と
を

経
験
し
、た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

××　　　　　　   ）受入れ農家
由井　潤さん

（御所平）

タイグエン農林大学
DUONG THE TRUONG

（ズオン テ チュオン）
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川上村で農業
ベトナム・タイグエン農林大学   

インターンシップは、大学生などが自らの専攻や将来の目標に
川上村とベトナムのタイグエン農林大学との協力プロジェクトによる

23人の学生が来村しました。このプログラムにより日本とベトナムとの
今回、インターンシッププログラムに参加した学生、受け入れた

日
本
に
行
っ
て
富
士
山
を
見
る
こ
と

が
私
の
夢
で
し
た
。
私
だ
け
で
な
く
、多

く
の
ベト
ナ
ム
人
が
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
私
は
幸
運
に
も
こ
の
美
し
い
日

本
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訪
問

先
は
奇
跡
の
村
と
呼
ば
れ
る
長
野
県

川
上
村
で
す
。

４
月
13
日
、羽
田
空
港
に
到
着
し
、

私
た
ち
タ
イ
グ
エ
ン
農
林
大
学
の
学
生

23
人
は
、川
上
村
役
場
職
員
の
引
率
で

川
上
村
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
４
月
だ

と
い
う
の
に
寒
い
と
い
う
の
が
日
本
で
の

第
一
印
象
。
ま
た
、ベト
ナ
ム
と
は
違
い
、

車
が
左
側
走
行
し
て
い
る
の
と
、と
て
も

綺
麗
な
道
路
に
驚
き
ま
し
た
。

川
上
村
に
到
着
し
、お
世
話
に
な
る

農
家
の
お
母
さ
ん
に
家
ま
で
送
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ベト
ナ
ム
で
日
本
語
を
勉

強
し
て
き
ま
し
た
が
、は
じ
め
の
う
ち
は

な
か
な
か
会
話
が
で
き
ま
せ
ん
。
日
本

語
を
正
し
く
話
せ
る
か
ど
う
か
自
信
が

な
く
、恥
ず
か
し
か
っ
た
の
で
す
。
け
れ

ど
、農
家
の
お
母
さ
ん
、お
父
さ
ん
は
、

身
振
り
や
手
振
り
、時
に
は
紙
に
絵
を

描
く
な
ど
し
て
、私
が
理
解
す
る
ま
で

色
々
な
こ
と
を
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
私
も
恥
ず
か

し
さ
が
な
く
な
り
、自
信
を
持
っ
て
会
話

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。農

作
業
で
は
最
初
に
種
蒔
き
と
苗

植
え
を
経
験
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
作

業
だ
っ
た
の
で
す
が
、ト
レ
イ
へ
の
土
の
入

れ
方
や
苗
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
植
え
る

方
法
な
ど
を
細
か
く
丁
寧
に
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、野

菜
の
栽
培
技
術
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、川
上
村
の
農
家
の
皆
さ
ん
の
気
配

り
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
、有
名
な

日
本
一
の
レ
タ
ス
の
生
産
地
で
あ
り
続

け
る
理
由
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

川
上
村
で
過
ご
し
て
ま
だ
間
も
な
い

で
す
が
、村
の
皆
さ
ん
の
誠
意
と
心
の

温
か
さ
を
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。
特

に
農
家
の
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
の
お

か
げ
で
、す
ぐ
に
川
上
村
で
の
生
活
に
も

慣
れ
て
、言
葉
や
生
活
習
慣
の
隔
た
り

も
感
じ
る
こ
と
な
く
、ベト
ナ
ム
の
実
家

に
住
ん
で
い
る
よ
う
な
感
覚
で
す
。と
て

も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

川
上
村
で
の
滞
在
は
10
月
い
っ
ぱ
い

ま
で
で
す
が
、も
っ
と
も
っ
と
日
本
人
と

そ
の
文
化
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
夢
で
あ
る
富
士
山
を
間
近
で
見
る

こ
と
を
実
現
さ
せ
、機
会
が
あ
れ
ば
他

の
地
域
へ
も
出
掛
け
、日
本
の
色
々
な

歴
史
も
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
日
本
の
文
化
や
日

本
人
そ
の
も
の
に
興
味
と
愛
着
が
湧
い

て
き
ま
す
。
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
後
、再
び
日

本
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
学
生
の
受
け
入
れ
を
決
め
た
理
由

は
？
】

以
前
、ベト
ナ
ム
人
の
日
本
語
学
校
の

先
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

際
、ベト
ナ
ム
人
は
真
面
目
で
日
本
人
と

の
共
通
点
が
多
い
と
感
じ
、今

回
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生

の
受
け
入
れ
を
決
め
ま
し
た
。

【
言
葉
や
文
化
の
違
い
を
ど
う
感

じ
て
い
ま
す
か
？
】

学
生
が
素
直
で
、一
生
懸
命
作

業
し
、時
間
も
き
ち
ん
と
守
る

こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
い

つ
も
10
分
前
集
合
で
す
。

以
前
、ベ
ト
ナ
ム
語
の
教
室
に

参
加
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
、そ

の
時
の
知
識
を
応
用
し
な
が
ら
学
生

と
会
話
し
た
い
で
す
。

ま
た
、学
生
は
料
理
作
り
が
好
き
だ

と
の
こ
と
で
、こ
の
前
ゼ
リ
ー
を
作
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

【
学
生
の
普
段
の
生
活
や
農
作
業
で
の

感
想
は
？
】

学
生
は
一
生
懸
命
作
業
を
し
ま
す
の

で
、非
の
打
ち
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
作

××受入れ農家
遠藤　行吉さん

（居倉）

タイグエン農林大学
DUONG DUC HIEU

（ズオン デュック フュウ）

業
が
な
い
と
き
に
は
、他
の
学
生
た
ち

と
集
ま
っ
て
話
を
し
た
り
、お
互
い
に
髪

を
切
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は

学
生
の
普
段
の
生
活
を
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、今
は
安
心
て
い
ま
す
。

【
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
10

月
ま
で
あ
る
の
で
、健
康
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
気
を
付
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

日
本
で
の
滞
在
中
に
し
っ
か
り
勉
強

し
、技
術
を
習
得
し
て
、ベ
ト
ナ
ム
へ
帰

っ
た
ら
そ
れ
を
応
用
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

私
が
元
気
な
う
ち
に
一
度
ベ
ト
ナ
ム

に
遊
び
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（　　　　　　   
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ポ
ン
プ
車
操
法
に
出
場
し
た
の
は
居
倉

分
団
と
御
所
平
分
団
。
村
消
防
大
会
で
は

僅
差
で
居
倉
分
団
が
優
勝
し
ま
し
た
が
、

郡
消
防
大
会
で
は
逆
に
僅
差
で
御
所
平
分

団
が
優
勝
。
見
事
県
大
会
への
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
 南
佐
久
消
防
協
会
消
防
ポ
ン
プ
操
法
・ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

ポ
ン
プ
操
法
が
連
覇
を
続
け
る
中
、昨
年
は
３
位
と
な

っ
た
ラ
ッ
パ
吹
奏
。
今
年
は
何
と
か
順
位
を
一つ
上
げ
て
の

準
優
勝
。
優
勝
の
佐
久
穂
町
消
防
団
と
は
僅
差
で
、返

り
咲
き
ま
で
あ
と
一
歩
。

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部
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大
深
山
分
団
と
居
倉
分
団
が
出
場
し
た
小
型
ポ
ン
プ

操
法
。
特
に
大
深
山
分
団
は
、昨
年
の
全
国
大
会
準
優
勝

と
い
う
快
挙
も
あ
っ
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
昨
年
の
選

手
と
は
違
う
顔
ぶ
れ
な
が
ら
、何
と
か
連
覇
を
達
成
し
た

大
深
山
分
団
。
県
大
会
で
の
連
覇
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

居
倉
分
団
も
僅
差
で
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

ポンプ車操法 小型ポンプ操法 ラッパ吹奏

優勝 御所平分団 大深山分団 佐久穂町消防団

準優勝 居倉分団 居倉分団 川上村消防団

第３位 小海町消防団
第4分団

小海町消防団
第2分団 南相木村消防団

郡大会結果

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

ポンプ車操法 小型ポンプ操法 ラッパ吹奏

優勝 居倉分団 居倉分団 大深山分団

準優勝 御所平分団 大深山分団第1 居倉分団

第３位 秋山分団 大深山分団第2 樋沢分団

村大会結果（4月28日開催）

今
年
の
県
消
防
大
会
は
７
月
30
日
に
中
野
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
御
所
平

分
団
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
大
深
山
分
団
が
出
場
し
ま
す
の
で
、健
闘
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

11 広報かわかみ NO.139
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13 広報かわかみ NO.139

「法定相続情報証明制度」が始まりました
平成２９年５月２９日（月）から全国の法務局において、各種相続手続に利用することができる「法定相続情報証明

制度」が始まりました。 
この制度は、法定相続人が誰であるのかを登記官が対外的に証明するものです。利用に当たっては、法務局に亡く

なられた方の出生から死亡までの戸籍等を提出していただくことになります。そして、この制度を利用することで、
各種の相続手続き（相続登記や預金の払戻し等）において、戸除籍謄本等の代わりに提出することが可能となり、複数
の手続きを同時に進められ、時間短縮につながるメリットがあります。

是非ご利用ください。詳しくは法務省ホームページ又は長野地方法務局へお問合せください。
※相続手続きで必要となる書類は、各機関で異なりますので、必要な書類は提出先となる各機関にご照会ください。

〈お問い合せ先〉　長野地方法務局 TEL.026-235-6645

法定相続情報証明制度の手続きの流れ
① 申出（法定相続人又は代理人）
① -1 戸除籍謄本等を収集
① -2 法定相続情報一覧図の作成
① -3 申出書を記載し、上記①-1,2の書類を
　　  添付して申出

② 確認・交付（登記所）
② -1 登記官による確認，法定相続情報一覧図の保管
② -2 認証文付き法定相続情報一覧図の写しの交付

戸除籍謄本等の返却

ü 提出された戸除籍謄本等に記載の情報に限る（放棄や遺産分割協議は対象外）
ü（数次相続発生の場合）一人の被相続人ごとの作成

③ 利用

ü 偽造防止措置を
施した専用紙で
交付

③ 各種の相続手続への利用（戸籍の束の代わりに各種手続きにおいて提出することが可能に）
ü

ü

この制度は、戸籍の束に代替し得るオプションを追加するものであり、これまでどおり
戸籍の束で相続手続きを行うことを妨げるものではない。
放棄や遺産分割協議の書類は別途必要

登記所（相続登記）

戸籍書類一式

現　行 新制度

Ａ市役所
Ｂ市役所

ü 交付に当たり
手数料は徴収しない

(イメージ)

A銀行（預金払戻）

B銀行（預金払戻）

返却

返却

銀
行 見　本

見　本

見　本

見　本

法定相続情報
一覧の写し
（無料で必要な
  通数を交付）

銀
行



�5月10日㈬
来日

�11日㈭
中学校で生徒と交流、授業参加
ホストファミリーと対面
ウェルカムパーティーに参加

�12日㈮
保育園で園児と交流
第一小学校・第二小学校で
児童と交流

今
年
も
元
気
に
や
っ
て
き
た
！

ワ
ト
ソ
ン
ビ
ル
市
の
生
徒
た
ち

�13日㈯
ホストファミリーと過ごす

�14日㈰
清里丘の公園でバーベキュー

�15日㈪
川上村を離れ東京へ

�16日㈫
東京都内を観光

�17日㈬
アメリカへ帰国

DATE 2017.5.10〜5.1 7

これはダンス？

小学校で
ランチタイム

とても上手な
日本語で自己紹介

中学校で
琴の演奏を体験

みんな写るかな？

大人気の
レタ助も参加した

ウェルカムパーティー

姉
妹
都
市
の
米
国
ワ
ト
ソ
ン
ビ
ル
市
か
ら
、16
名
の
生
徒
と
３
名
の
引
率
者
が
来
村
。

川
上
中
学
校
生
徒
の
家
で
４
泊
５
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
た
ほ
か
、中
学
校
、小
学
校
、

保
育
園
を
訪
問
し
て
み
ん
な
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

９
月
に
は
川
上
中
学
校
の
生
徒
12
名
が
ワ
ト
ソ
ン
ビ
ル
市
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

保育園で
みんな一緒に体操

ホームステイ先の
家族と一緒に
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15 広報かわかみ NO.139

「宜しくお願いします!!」
Q.実際に仕事をしてみてどうですか？
絢 まだまだ教えてもらうことばかりで仕事を覚えるこ
とが大変です。
美 覚えることがいっぱいでまだ全然ついていけてな
いんですけど、自分なりに先輩方についていこうと頑張っ
てます。
侑 今まで嘱託職員だったんですけど、今年から正職員
になり、今まで以上に気を引き締めて仕事に取り組んで
います。
達 取材取材取材って感じです。覚えることも多くて大
変ですね。

新入職員紹介！N e w  s t a f f

小林 達樹（24）

●梓山地区出身
●現在KCVを担当。趣
味は映画と釣りとスノ
ボー。好きな芸能人は
ガッキー。

企画課　
企画広報係

Q.休みの日は何をしていますか？
美 アニメが好きなのでアニメを観ています。あとは、
工作とかが好きなのでちょっとしたハンドクラフト的な物
を作ってますね。
絢 僕は、体を動かすことが好きなので冬はスノボーと
かよく行きます。
侑 子供とバトミントンやったり、買い物いったりとか子
供といることが多いかな。
最近は富士急の横にあるリサとガスパールタウンがオス
スメです。
達 休みの日ですか？そうですね、夏は釣り、冬はスノボ
ーって感じですね。

井出 絢也（24）
●原地区出身
●入庁以来、先輩からの
プレッシャーがすごい。
現在一緒にスノボーに
行ってくれる女性を募集
中♡

教育振興課　
社会文化係

Q.どんな職員になりたいですか？
絢 常に学び続ける姿勢を大事にしていきたいですね。
侑 そうですね、保護者の人に信頼してもらえることはも
ちろんのこと、毎日子供たちがおうちに帰るときに「今日
も保育園楽しかったなぁ」って思えるような保育士であり
たいです。
美 やっぱり一番は子供たちに保育園が楽しいと思って
もらいたいので、子供たちの日々の成長を一緒に喜べる
ような保育士になりたいです。
達 現在KCVを担当していて、取材先などでみんなに気
軽に声をかけてもらえるような職員になりたいです。

遠藤 侑奈（28）
●居倉地区出身、かわか
み保育園 ぞう組（年長）
担当
●以前は嘱託職員として
勤務し、今年から正職員
としてかわかみ保育園に
勤務。好きな芸能人は
綾野剛らしい。

かわかみ保育園　
保育士

渡辺 美咲（21）
●原地区出身、かわかみ
保育園 あひる組（未満
児）担当
●かなりのアニメ好き。
工作好きを活かして保育
園で活躍中！

かわかみ保育園
保育士

Q.最後に一言お願いします
侑 これからもよろしくお願いします。
美 精一杯頑張りますのでよろしくお願いします。
達 見かけた際はぜひお声がけください。
絢 文化センターの顔になれるように頑張ります。
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請求期限を過ぎると、第十回特別弔慰金を受ける権利がなくなりますので、お早めにご請求ください。

第十回特別弔慰金の請求期限が
近づいています。

請求
窓口

川上村役場保健福祉課　福祉係　
TEL.９７-３６００

相続登記特別相談会
長野県司法書士会では、8月3日の司法書士の日を記念して、下記のとおり県内の各司法書士事務所におい

て、無料の相続登記特別相談会を実施します。お近くの司法書士事務所へお問合せの上、お出かけください。

〈お問い合せ先〉　長野県司法書士会

お盆を迎える前に
相談してみませんか

■ 日　　時 平成29年7月3１日(月)～8月4日(金)　午前9時から午後4時まで
■ 相談場所 県内各司法書士事務所
■ 相 談 料 無料
■ 予　　約 事前にお近くの司法書士事務所へお問合せの上、予約してください
■ 相 談 例

TEL.026-232-7492

司法書士事務所
における

�登記名義人が先々代のままとなっている
�妻（夫）に全財産を相続させたいが、どうすれば…
�相続人の中に行方不明の人がいて、財産分割協議ができない
�遺言について教えて欲しい

司法書士は、相続登記の専門家です。司法書士制度誕生以来、不動産の相続登記をはじめとして、遺言、遺産分割
協議など相続登記に関連する相談をお受けし、市民の皆様の権利擁護に寄与してきており、本年度も、7月31日から
県内各司法書士事務所において相続登記特別相談会を実施して、相続登記に関連する市民の皆様からのご相談を
無料でお受けするものです。本相談会は今年で3回目の開催となります。

お近くの司法書士事務所については、上記電話番号へお問合せいただくか、当会ホームページに掲載している会員名簿をご覧ください。

戦没者等のご遺族の皆様へ

■ 支給対象となる方
平成２７年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法によ

る遺族年金」などを受ける方（戦没者の妻や父母等）がいない場合に、以下の順番で順位が先になるご遺族お
一人に支給されます。

支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で
１．平成27年4月1日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹

※戦没者等の死亡当時、生計関係があったこと等の要件を満たしているかどうかにより、 順番が入れ替わります。
４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）

※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係があった方に限ります。

■ 支給内容
国債名称　　第十回特別弔慰金国庫債券　い号
額　　面　　２５万円（５年償還）

平成30年4月2日 までにご請求
ください。
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◆日時／平成２９年１０月２９日（日）
　　　 　　  午前９時から正午まで
◆場所／南部消防署
　 　（小海町大字豊里１８６２番地）

※雨天時は内容を一部変更することがあります。
　  また、災害発生時は中止することもあります。
※駐車場は近隣施設を予定しています。
　　駐車場係の誘導に従ってください。
　　詳細についてはお問い合わせください。 ■問い合わせ先　南部消防署　℡０２６７－９２－０１１９

消防ふれあいフェスティバルin南部消防ふれあいフェスティバルin南部消防ふれあいフェスティバルin南部

放水・ロープ綱渡り・消火器
煙道通過・心肺蘇生法

体験コーナー

消防車・救急車・はしご車
消防資器材・災害活動写真 等

展示コーナー

救助訓練
(渡過・登はん・降下訓練）

訓練披露

イベント内容イベント内容 予定

この他いろいろなことを
企画していますので、
ご家族そろって
お出かけください。

中部電力からのお知らせ
このたび弊社は、経営効率化の一環として、平成２９年６月３０日をもちまして 「川上サービスステーション」
を閉店いたしました。

地域の皆さまの長年にわたるご愛顧に心から感謝申し上げます。
閉店以降は、佐久営業所（佐久市跡部１６７－１）で対応させていただいておりますので、

引き続き、弊社事業に対するご理解ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

【お問い合わせ先】
1「停電・故障など緊急のご用件」に関するお問い合わせ

電話　０１２０－９８５－２３２（営業時間：年中無休）
2上記以外のお問い合わせ

電話　０１２０－９８４－５２２（営業時間：平日９：００～１７：００）

高温多湿の夏場は、1年のうちで感電や電気事故の
最も多い季節です。
このため、経済産業省の主唱のもと、8月を「電気使
用安全月間」として、全国一斉に電気使用安全を呼
びかけています。

●傷んだ電線、コードを使っていませんか
●洗濯機、電子レンジにアースは取り付けて

ありますか
●漏電遮断器は取付けてありますか
●濡れた手は良く拭いて！
●しろうと工事は事故のもと！
●タコ足配線は火災のもと！

佐久営業所　TEL0267-68-5286 

ご相談は

なくそう感電事故家庭でも電気の安全点検を！
８月は「電気使用安全月間」です! チェックポイント
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この4ヶ月に焦点を合わせる

友好都市沖縄県恩納村から村長はじめ16名が来村。お互
いの近況や今後の連携について意見交換会を行いまし
た。

温かい贈り物

おたっしゃクラブの皆
さんが心を込めて編
んだ帽子を、インター
ンシップで川上村を
訪れているベトナムタ
イグエン農林大学学生
たちにプレゼントしま
した。

5/2

5/27 沖縄と長野で続く交流

5/28 来場者 3,000 人！

高登谷高原で植樹祭が
行われ、今年はサワラ
2,375 本を植樹。自然
を大切に緑豊かな川上
村を守っていきたいで
すね。

緑を大切に

今年で４５回目となる山菜まつり。今年の歌謡
ショーでは、ものまねタレントのセニョール玉
置さん、そして歌手の門倉有希さん城之内早苗
さんが登場。
訪れた人は握手を求めるなど今年も大盛況の山
菜まつりとなりました。

400 年の歴史6/1
原地区青木の観音堂の樹齢４００年になるモミの木
が昨年折れてしまい、新たにモミの木を植樹。400
年後はどんな世の中になっているのでしょうか。

4/18
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4ヶ月間の村のうごき

4 月

県議会議員や佐久
地域の議員で組織
する中部横断道自
動車建設促進議員
連盟総会が小海町
で開催。中部横断
自動車道の早期整
備を訴えました。

6/20 早期開通に向けて

伊藤嘉武さん表彰6/13
１４年間の永きにわたり、行政相談員を務めた居倉の伊藤嘉武さん。
総務大臣から感謝状が贈呈されました。

6/19　
マルシェかわかみが村の
レタスを使った料理の
食事会を長野県のアン
テ ナショップ（ 銀 座
NAGANO）で開催。参
加者に川上村の魅力を
伝えました。

20 日
28 日
29 日
30 日

第二小学校一年生を迎える会
川上村消防大会
マルシェかわかみオープン
古宮・住吉神社春まつり

5 月

1 日
2 日

10〜17 日
17 日
21 日

26 日
27 日
28 日

29〜30 日

総合計画住民懇談会
第一小学校一年生を迎える会
川上村植樹祭
ワトソンビル使節団来村
梓山大火祈年祭
第23回八ヶ岳野辺山高原

100キロウルトラマラソン
第二小学校春季マラソン記録会
春季少年少女球技大会
第45回山菜まつり
JFAこころのプロジェクト
「夢の教室」

6 月

4 日
8〜15 日
9〜10 日

11 日
12 日

16 日
18 日
19 日

歩け歩けの集い
川上村議会第 2 回定例会
佐久地区中学校総合体育大会
金峰山開山祭
ユネスコエコパーク登録に係る

住民説明会
第一・第二小学校音楽会
南佐久郡消防大会
かわかみ保育園プール開き

7 月

1〜2 日
8〜9日

12 日

川崎フロンターレ物産展
川上村レタスカップ 2017
第一・第二小学校自然教室

銀座NAGANOでPR

7/8〜9

今年も晴天のもとレタスカッ
プが開催されました。今回は
初めて川上村の児童も参
加。それぞれ熱い戦いを繰り
広げました。

優勝目指して!

※この大会は、スポーツ振興くじ助成金を受け
て実施しました。
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お土産にも
オススメ!!

問合せ （一財）川上村振興公社
TEL.0267-97-207０

平成29年8月21日から、新しい庁
舎で業務を開始します。

なお、外構工事等を平成30年3月ま
で行っていますので、来庁の際は工事
関係車両にご注意ください。

皆様にはご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願い致します。

新庁舎で業務を
開始します!

問合せ 佐久警察署
TEL.0267-68-0110

総務省統計局では、日本の就業・不就業の実態を
明らかにすることを目的として10月1日現在で就
業構造基本調査を実施します。

調査結果は、雇用対策、経済政策などの企画・立案
のための基礎資料として活用されます。

調査対象は、統計理論に基づき無造作に選ばれた
全国の約52万世帯（15歳以上の世帯員約108万
人）です。

調査をお願いする世帯には、9月下旬に調査員が
伺い、調査書類をお配りします。皆様により便利に
ご回答をいただくため、パソコンやスマートフォン
を使って、簡単にインターネットで回答することが
可能となっておりますので、調査の趣旨をご理解い
ただき、ご回答をお願いします。

働く人の明日をつくる!!

川上村で元気に育った新鮮なレ
タスの粉末と国産そば粉を使用し
た夏季数量限定商品です。1人前
100g中に約1玉分のレタスが含
まれており、サラダ感覚でもお召
し上がりいただけます。

佐久警察署からのお知らせ
調査実施
のお願い


